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(57)【要約】
【課題】スクリュとシュータの内壁との間に茶葉を滞留
させることなく、茶葉を確実におくることができるミル
装置を提供すること。
【解決手段】水平方向に延在した円筒状のシュータ部４
２４ａと、シュータ部４２４ａに挿通し、回転すること
によりシュータ部４２４ａに供給された茶葉を粉砕する
回転刃４２６と固定刃４２７とに向けて送るスクリュ４
２２とを備えたミル装置において、シュータ部４２４ａ
の軸心をスクリュ４２２の回転軸に対して上方に偏心さ
せたので、スクリュ４２２の下方においてシュータ部４
２４ａの内壁との間に形成される隙間が狭くなり、スク
リュ４２２の上方においてシュータ部４２４ａの内壁と
の間に形成される隙間が広くなる。したがって、茶葉を
詰まらせることなく確実に送ることができる。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水平方向に延在した円筒状のシュータと、シュータに挿通し、回転することによりシュ
ータに供給された原料を粉砕するミル刃に向けて送るスクリュとを備えたミル装置におい
て、
　シュータの軸心をスクリュの回転軸に対して上方に偏心させたことを特徴とするミル装
置。
【請求項２】
　前記シュータに連設され、垂直方向に対してミル刃と反対方向に２０度以下の傾きを有
するように、基部から開口端部に向けて拡開したホッパを有したことを特徴とする請求項
１に記載のミル装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カップ式飲料自動販売機などの飲料抽出装置に内蔵されたミル装置に関する
ものであって、特に、茶葉の粉砕に適したミル装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　茶葉用キャニスタから供給された茶葉を粉砕し、粉砕茶葉を生成するミルがすでに公知
となっている。このミルは、ミル本体と、ミル本体を駆動するミルモータとを有している
。ミル本体は、上半部がほぼ円筒状に形成されたケーシングと、このケーシング内に、鉛
直軸線を中心に回転自在に収容された下ミル部と、ケーシング内の下ミル部の上側に配置
され、上下方向に若干スライド可能に構成された上ミル部と、ケーシングを上方から覆う
ように配置されるとともに、茶葉用キャニスタから供給された茶葉を上下のミル部に案内
するホッパとを有している。
【０００３】
　下ミル部は、平面形状が円形に形成された下ミル円盤部と、この下ミル円盤部の上面中
心部に突設され、茶葉を細断する細断内刃とを有している。また、下ミル部の下部には、
上下方向に延びる駆動軸が固定されている。また、この駆動軸の下端部には、駆動ギアが
固定されており、この駆動ギアがギアボックスの出力軸に固定された中間ギアに噛み合っ
ている。したがって、ミルモータが回転すると、ギアボックス、中間ギア、駆動ギアおよ
び駆動軸を介して、下ミル部が所定方向に回転する。
【０００４】
　上ミル部は、平面形状がドーナツ状に形成された上ミル円盤部と、ほぼ円筒状に上下方
向に延び、下端部が上ミル円盤部の中心部に嵌合した状態で固定されるとともに、下ミル
部の細断内刃が下方から回転可能な状態で挿入された細断外刃とを有しており、これら上
ミル円盤部および細断外刃が上ミルホルダによって保持されている。
【０００５】
　以上のように構成されたミルにおいて、茶葉用キャニスタからの茶葉がホッパを介して
、上ミル部に供給されるとともに下ミル部が回転すると、上ミル部の細断外刃の内側に供
給された茶葉は、回転中の細断内刃で撹拌されながら、細断外刃の外刃部と、細断内刃の
内刃部とによって細断される。そして、細断され、下ミル円盤部と上ミル円盤部との隙間
に導かれた茶葉は、上下ミル円盤部の互いに対向する面で粉砕されながら、上下ミル円盤
部の外周側に向かって送り出される。送り出された粉砕茶葉はケーシングに設けられた落
下口から落下し、粉砕茶葉キャニスタに収容される（たとえば、特許文献１参照）。
【０００６】
　ところで、上述したミルは、上方から下方に向けて茶葉が送られるため、ミルは上下方
向に大きなものとなってしまい、カップ式飲料自動販売機の設計上の制約となっていた。
このため、コーヒーミルのように、水平方向に茶葉を送るミル装置が望まれていた。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００４－１１３６０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上述したコーヒーミルのように、スクリュの下方においてシュータの内
壁との間に形成される隙間が広いと、スクリュとシュータの内壁との間に茶葉が滞留し、
茶葉を送ることができなかった。
【０００９】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、スクリュとシュータの内壁との間に茶
葉を滞留させることなく、茶葉を確実におくることができるミル装置を提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明は、水平方向に延在した円筒状
のシュータと、シュータに挿通し、回転することによりシュータに供給された原料を粉砕
するミル刃に向けて送るスクリュとを備えたミル装置において、シュータの軸心をスクリ
ュの回転軸に対して上方に偏心させたことを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明は、上記発明において、前記シュータに連設され、垂直方向に対してミル
刃と反対方向に２０度以下の傾きを有するように、基部から開口端部に向けて拡開したホ
ッパを有したことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明にかかるミル装置は、シュータの軸心をスクリュの回転軸に対して上方に偏心さ
せたので、スクリュの下方においてシュータの内壁との間に形成される隙間が狭くなり、
スクリュの上方においてシュータの内壁との間に形成される隙間が広くなる。したがって
、茶葉を詰まらせることなく確実に送ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、カップ式飲料自動販売機を示す正面図である。
【図２】図２は、図１に示したカップ式自飲料動販売機の内部構造を示す正面図である。
【図３】図３は、図１に示したカップ式飲料自動販売機の内部構造を示す正面図である。
【図４】図４は、図１に示したカップ式飲料自動販売機の内部構造を示す平面図である。
【図５】図５は、図１に示したレギュラーコーヒー抽出装置、粉末原料供給装置、リーフ
ティ抽出装置を示す斜視図である。
【図６】図６は、図５に示したコーヒーミルの構造を示す側断面図である。
【図７】図７は、図５に示したリーフティ抽出装置を示す斜視図である。
【図８】図８は、図７に示したリーフティミルの構造を示す側断面図である。
【図９】図９は、図７に示したリーフティ抽出装置の部分拡大断面図である。
【図１０】図１０は、図７に示したリーフティ抽出装置の部分拡大断面図である。
【図１１】図１１は、図５に示した複数の粉末原料供給装置を示す斜視図である。
【図１２】図１２は、図９に示した一の粉末原料供給装置を示す斜視図である。
【図１３】図１３は、図１０に示したシャッタ開閉装置を示す斜視図である。
【図１４】図１４は、図２に示したカップ把持装置を示す斜視図である。
【図１５】図１５は、図１に示した取出口装置を示す斜視図である。
【図１６】図１６は、図１３に示した扉ロック機構を示す斜視図である。
【図１７】図１７は、図１３に示した扉開閉機構を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１４】
　以下に、本発明にかかるミル装置を適用したカップ式飲料自動販売機を図面に基づいて
詳細に説明する。なお、この実施の形態によりこの発明が限定されるものではない。
【００１５】
　本発明にかかるミル装置を適用した自動販売機は、レギュラーコーヒー飲料、リーフテ
ィ飲料のほか、ココアなどのインスタント飲料を販売するカップ式飲料自動販売機であっ
て、レギュラーコーヒー飲料の原料となるコーヒー豆を挽くコーヒーミルは本発明にかか
るミル装置の比較対象となるミル装置が適用され、リーフティ飲料の原料となるリーフテ
ィ（茶葉）を粉砕するリーフティミルは本発明にかかるミル装置が適用される。
【００１６】
　また、ここで説明するカップ式飲料自動販売機は、砂糖、クリーム、ココア等の粉末原
料をカップの内部で調理するカップ内ミキシング方式のカップ式飲料自動販売機である。
【００１７】
　図１～図４に示すように、カップ式飲料自動販売機は、前面が開口した箱状の本体キャ
ビネット１と、本体キャビネット１の前面開口を閉塞するディスプレイドア２とを備えて
いる。図２～図４に示すように、本体キャビネット１の内部には、給水タンク１１、湯タ
ンク１２、レギュラーコーヒー抽出装置３、リーフティ抽出装置４、粉末原料供給装置５
、製氷器６、カップ供給装置７、カップ搬送装置８を備えている。
【００１８】
　給水タンク１１は、水を貯留するためのものであって、図２および図３に示すように、
本体キャビネット１の内部下方中央に搭載されている。そして、給水タンク１１に一旦貯
留された水は、湯タンク１２と製氷器６とに供給されるようになっている。
【００１９】
　湯タンク１２は、レギュラーコーヒー抽出装置３、リーフティ抽出装置４のほか、調理
位置に搬送されたカップに湯を供給するもので、図４に示すように、本体キャビネット１
の内部上方奥側、背壁に沿って設けられている。そして、給水タンク１１から供給された
水は、湯タンク１２に貯えられ、ヒータ（図示せず）により沸かされて湯になるようにな
っている。
【００２０】
　湯タンク１２には、複数の湯弁（図示せず）が配設してある。一の湯弁は、湯配管（図
示せず）を介してレギュラーコーヒー抽出装置３に接続してあり、湯弁を開放することに
より、湯配管を通ってレギュラーコーヒー抽出装置３に湯が供給されるようになっている
。また、一の湯弁（図示せず）は、湯配管（図示せず）を介してリーフティ抽出装置４に
接続してあり、湯弁を開放することにより、湯配管を通ってリーフティ抽出装置４に湯が
供給されるようになっている。さらに、一の湯弁（図示せず）は、湯配管（図示せず）を
介して調理位置に搬送されたカップに湯を注出するノズル１３（図７参照）に接続してあ
り、湯弁を開放することにより、湯配管、ノズル１３を通って調理位置に搬送されたカッ
プに湯が注出されるようになっている。
【００２１】
　製氷器６は、給水タンク１１から供給された水から調理用の氷を作るもので、図４に示
すように、本体キャビネット１の内部上方左奥側に取り付けてある。製氷器６は、円筒状
の金属の外内面にエボパレータ（図示せず）を密着巻にし、内面に着氷した氷をオーガ（
図示せず）で連続的に掻き取り、上部に押し上げながら圧縮成形と切断を行う製氷部（図
示せず）と、製氷部でチップ状に形成された氷を貯蔵する氷ストッカー部６１とを備えて
いる。氷ストッカー部６１には、アイスドア（図示せず）が配設してある。アイスドアは
、氷配管（図示せず）を介して調理位置に搬送されたカップに氷を供給するノズル（図示
せず）に接続してあり、アイスドアを開放することにより、氷配管、ノズルを通って調理
位置に搬送されたカップに氷が供給されるようになっている。
【００２２】
　レギュラーコーヒー抽出装置３は、レギュラーコーヒー飲料を抽出するためのものであ
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って、図２および図３に示すように、本体キャビネット１の内部上方右側に取り付けてあ
る。レギュラーコーヒー抽出装置３は、図５に示すように、上方から下方に向けて、順に
、豆キャニスタ３１、コーヒーミル３２、コーヒーブリュア３３を備えている。豆キャニ
スタ３１は、コーヒー豆を収容し、レギュラーコーヒー飲料を抽出する場合に、コーヒー
ミル３２にコーヒー豆を供給するもので、本実施の形態にかかるレギュラーコーヒー抽出
装置３は、二つの豆キャニスタ３１を備えている。
【００２３】
　豆キャニスタ３１は、原料モータ（図示せず）を備えている。原料モータは、コーヒー
豆をコーヒーミル３２に供給するためのもので、原料モータを駆動すると、コーヒー豆が
コーヒーミル３２に供給され、原料モータを停止するとコーヒー豆の供給が停止されるよ
うになっている。
【００２４】
　コーヒーミル３２は、豆キャニスタ３１から供給された豆を挽き、コーヒーブリュア３
３に供給するもので、図６に示すように、モータ３２１、スクリュ３２２、ミル本体３２
３、シュータ３２４を備えている。スクリュ３２２は、モータ３２１の出力軸から延在し
ており、その外周にはスプリング３２５が螺旋状となるように巻回されている。また、ス
クリュ３２２の基部には、回転刃（ミル刃）３２６が固定してあり、モータ３２１を駆動
するとスクリュ３２２とスクリュ３２２に固定された回転刃３２６が回転するようになっ
ている。ミル本体３２３は、スクリュ３２２が挿通するとともに、回転刃３２６が収容さ
れるハウジングであって、回転刃３２６と対向するように固定刃（ミル刃）３２７が固定
されている。上述した回転刃３２６と固定刃３２７とは、いずれもスリ鉢状に形成されて
おり、コーヒー豆は、回転刃３２６と固定刃３２７との間で挽かれ、ミル本体３２３に形
成された払出口３２３ａから払い出されるようになっている。
【００２５】
　シュータ３２４は、スクリュ３２２と協働し、コーヒー豆を回転刃３２６と固定刃３２
７との間に供給するためのもので、水平方向に延在する円筒状のシュータ部３２４ａと、
シュータ部３２４ａに連設され、基部から上方に向けて拡開されたホッパ部３２４ｂとを
有している。シュータ３２４は、シュータ部３２４ａの軸心がスクリュ３２２の回転軸と
同心となるように、ミル本体３２３に取り付けられ、シュータ部３２４ａの内壁面とスク
リュ３２２の外周面との間には径方向において均一な隙間が形成されるようになっている
。
【００２６】
　そして、豆キャニスタ３１から払い出され、ホッパ部３２４ｂから受け入れたコーヒー
豆は、ホッパ部３２４ｂで集約され、シュータ部３２４ａに供給される。そして、コーヒ
ー豆は、スクリュ３２２とシュータ部３２４ａとによって回転刃３２６と固定刃３２７と
の間に向けて送られ、回転刃３２６と固定刃３２７との間で挽かれることになる。そして
、挽かれた豆は、払出口３２３ａを通ってミル本体３２３の外部に払い出されることにな
る。
【００２７】
　ミル本体３２３には、ミルシュータ（図示せず）が接続してあり、コーヒー豆（挽き豆
）は、ミルシュータを通ってコーヒーブリュア３３に供給されるようになっている。
【００２８】
　コーヒーブリュア３３は、コーヒーミル３２から供給された挽き豆に湯タンク１２から
供給された湯を注ぐことにより、レギュラーコーヒー飲料を抽出するものである。コーヒ
ーブリュア３３は、コーヒー豆（挽き豆）と湯が供給される円筒状のシリンダ（抽出容器
）（図示せず）と、シリンダの下面にフィルタを供給するフィルタ供給装置（図示せず）
と、シリンダの下方に設けられ、レギュラーコーヒー飲料を抽出する場合にシリンダと密
着し、容器を構成するフィルタブブロック（図示せず）とを備えている。
【００２９】
　フィルタブロックは、コーヒー配管（図示せず）を介して調理位置に搬送されたカップ
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にレギュラーコーヒー飲料を注出するノズル３４（図７参照）に接続してあり、コーヒー
配管、ノズル３４を通って調理位置に搬送されたカップにレギュラーコーヒー飲料が注出
されるようになっている。
【００３０】
　リーフティ抽出装置４は、リーフティ飲料を抽出するためのものであって、図２および
図３に示すように、本体キャビネット１の内部上方左側に取り付けてある。リーフティ抽
出装置４は、図７に示すように、上方から下方に向けて、順に、リーフティキャニスタ４
１、リーフティミル４２、リーフティブリュア４３を備えている。リーフティキャニスタ
４１は、リーフティ（茶葉）を貯蔵し、リーフティ飲料を抽出する場合に、リーフティミ
ル４２にリーフティ（茶葉）を供給するもので、本実施の形態にかかるリーフティ抽出装
置４は、一つのリーフティキャニスタ４１を備えている。
【００３１】
　リーフティキャニスタ４１は、原料モータ４１１を備えている。原料モータ４１１は、
リーフティ（茶葉）をリーフティミル４２に供給するためのもので、原料モータ４１１を
駆動するとリーフティ（茶葉）がリーフティミル４２に供給され、原料モータ４１１を停
止するとリーフティ（茶葉）の供給が停止されるようになっている。
【００３２】
　リーフティミル４２は、リーフティキャニスタ４１から供給されたリーフティ（茶葉）
を粉砕し、リーフティブリュア４３に供給するもので、図８に示すように、モータ４２１
、スクリュ４２２、ミル本体４２３、シュータ４２４を備えている。スクリュ４２２は、
モータ４２１の出力軸から延在しており、その外周にはスプリング４２５が螺旋状となる
ように巻回されている。また、スクリュ４２２の基部には、回転刃（ミル刃）４２６が固
定してあり、モータ４２１を駆動するとスクリュ４２２とスクリュ４２２に固定された回
転刃４２６が回転するようになっている。ミル本体４２３は、スクリュ４２２が挿通する
とともに、回転刃４２６が収容されるハウジングであって、回転刃４２６と対向するよう
に固定刃（ミル刃）４２７が固定されている。上述した回転刃４２６と固定刃４２７とは
、いずれもスリ鉢状に形成されており、リーフティ（茶葉）は、回転刃４２６と固定刃４
２７との間で粉砕され、ミル本体４２３に形成された払出口４２３ａから払い出されるよ
うになっている。
【００３３】
　シュータ４２４は、スクリュ４２２と協働し、リーフティ（茶葉）を回転刃４２６と固
定刃４２７との間に供給するためのもので、水平方向に延在する円筒状のシュータ部４２
４ａと、シュータ部４２４ａに連設され、基部から上方に向けて拡開されたホッパ部４２
４ｂとを有している。リーフティ（茶葉）に好適なホッパ部４２４ｂは、シュータ部４２
４ａの幅と同一の幅を有し、垂直方向に対してミル刃と反対方向に傾きαを有している。
傾きαは、２０度以下が好ましく、図８に示す例では、１３．５度の傾きを有している。
【００３４】
　シュータ４２４は、シュータ部４２４ａの軸心がスクリュ４２２の回転軸に対して上方
に偏心するように、ミル本体４２３に取り付けられ、シュータ部４２４ａの内壁面とスク
リュ４２２の外周の外周に巻回されているスプリング４２５との間に形成される隙間は、
スクリュ４２２の下方において最も狭く（たとえば、１ｍｍ）、スクリュ４２２の上方に
おいて最も広くなるようになっている。
【００３５】
　そして、リーフティキャニスタ４１から払い出され、ホッパ部４２４ｂから受け入れた
リーフティ（茶葉）は、ホッパ部４２４ｂで集約され、シュータ部４２４ａに供給される
。そして、リーフティ（茶葉）は、スクリュ４２２の外周に巻回されているスプリング４
２５とシュータ部４２４ａとによって回転刃４２６と固定刃４２７との間に向けて送られ
、回転刃４２６と固定刃４２７との間で粉砕されることになる。そして、粉砕されたリー
フティは、払出口４２３ａを通ってミル本体の外部に払い出されることになる。
【００３６】
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　また、図９に示すように、ミル本体４２３には、ミルシュータ４２８が接続してあり、
粉砕されたリーフティ（茶葉）は、ミルシュータ４２８を通ってリーフティブリュア４３
に供給されるようになっている。
【００３７】
　リーフティブリュア４３は、リーフティミル４２から供給されたリーフティ（粉砕され
た茶葉）に湯タンク１２から供給された湯を注ぐことにより、リーフティ飲料を抽出する
ものである。リーフティブリュア４３は、リーフティと湯が供給される円筒状の抽出容器
（図示せず）と、抽出容器の下面にフィルタを供給するフィルタ供給装置４３２と、抽出
容器の下方に設けられ、リーフティ飲料を抽出する場合にフィルタと抽出容器とを密着さ
せるフィルタブロック（図示せず）とを備えている。
【００３８】
　フィルタブロックは、ティ配管４５を介して調理位置に搬送されたカップにリーフティ
飲料を注出するノズル４６に接続してあり、ティ配管４５、ノズル４６を通って調理位置
に搬送されたカップにリーフティ飲料が注出されるようになっている。
【００３９】
　図９に示すように、リーフティミル４２とリーフティブリュア４３との間には、フィル
タケース４３４と、フィルタケース４３４に接合するカバー４３５とがミルシュータ４２
８を挟むように配設してあり、フィルタケース４３４とカバー４３５との間に空間が画成
されるようになっている。フィルタケース４３４の前面には吸気口４３４ａが開口してお
り、吸気口４３４ａと連通する排気口４３４ｂがフィルタケース４３４の背面に設けられ
ている。また、吸気口４３４ａと排気口４３４ｂとを連通する流路には、粗目のフィルタ
４３６と細目のフィルタ４３７とが着脱可能に装着されている。
【００４０】
　排気口４３４ｂには、蛇腹の排気ホース４３８の一端が接続してあり、排気ホース４３
８の他端が本体キャビネット１の背壁に取り付けたブロア４３９に取り付けてある。そし
て、リーフティブリュア４３に粉砕茶葉と湯が投入され、リーフティ飲料の抽出が始まる
と、ブロア４３９がフィルタケース４３４とカバー４３５との間から空気を吸引し、吸引
された空気は、粗目のフィルタ４３６と細目のフィルタ４３７とを通って本体キャビネッ
ト１の外部に排出されるようになっている。このとき、吸引された空気に含まれる微粉は
、粗目のフィルタ４３６と細目のフィルタ４３７とによって捕集されることになる。
【００４１】
　図１０に示すように、フィルタケース４３４の下面には、接続口４３４ｃが設けてあり
、接続口４３４ｃと連通する排気口４３４ｄがフィルタケース４３４の背面に設けられて
いる。接続口４３４ｃは、リーフティブリュア４３の上面に設けられた排気口４３ａに接
続されている。接続口４３４ｃと排気口４３４ｄとを連通する流路には、粗目のフィルタ
４４１と細目のフィルタ４４２とが着脱可能に装着されている。
【００４２】
　この排気口４３４ｄには、蛇腹の湯気ホース４４３の一端が接続してあり、湯気ホース
４４３の他端が上述したブロア４３９に取り付けてある。したがって、リーフティブリュ
ア４３に粉砕茶葉と湯が投入され、リーフティ飲料の抽出が始まると、ブロア４３９がリ
ーフティブリュア４３から湯気を吸引し、吸引された湯気は、粗目のフィルタ４４１と細
目のフィルタ４４２とを通って本体キャビネット１の外部に排出されることになる。この
とき、吸引された湯気に含まれる微粉は、粗目のフィルタ４４１と細目のフィルタ４４２
とによって捕集されることになる。
【００４３】
　粉末原料供給装置５は、砂糖、クリームなどの粉末原料を原料ごとに収容し、必要に応
じて払い出すもので、図３および図４に示すように、本体キャビネット１の内部上方中央
に取り付けてある。粉末原料供給装置５は、図１１に示すように、複数の原料キャニスタ
５１と、原料キャニスタ５１ごとに設けられた原料シュータ５２とを備えている。原料キ
ャニスタ５１は、粉末原料を収容し、払い出す収容容器であって、本実施の形態にかかる
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粉末原料供給装置は、四つの原料キャニスタ５１を備えており、砂糖、クリームのほか二
つの粉末原料（たとえば、レモンパウダ、ココアパウダ）を収容できるようになっている
。
【００４４】
　図１１および図１２に示すように、原料キャニスタ５１は、上面が前下がりとなるよう
に傾斜しており、この上面に原料投入口（図示せず）が形成されている。また、原料投入
口は開閉可能な蓋５１１によって閉塞してあり、粉末原料に異物が混入しないようになっ
ている。また、原料キャニスタ５１の底部には、螺旋状に形成されたスクリュ（図示せず
）が回転可能に設けられ、原料キャニスタ５１の奥に取り付けた原料モータ５１２を駆動
すると、スクリュが回転し、原料キャニスタ５１の底部前面に形成された原料払出口（図
示せず）から粉末原料が払い出されるようになっている。
【００４５】
　原料シュータ５２は、原料キャニスタ５１から払い出された粉末原料を受け取り、一時
的に収容するもので、原料キャニスタ５１の前方から下方に延びる筒状を成している。こ
の原料シュータ５２の一端は、原料払出口（図示せず）に接続してあり、他端（払出口）
は、前後一対となるシャッタ５２１，５２２（図１３参照）により閉塞されるようになっ
ている。
【００４６】
　図１３に示すように、シャッタ５２１，５２２は、それぞれシャッタ軸（図示せず）に
よって原料シュータ５２の下方部に支承されている。シャッタ軸の一端には、扇形に形成
されたセクタギア５２３，５２４がそれぞれ取り付けてあり、前側のシャッタ５２１のシ
ャッタ軸に取り付けたセクタギア５２３と、後側のシャッタ５２２のシャッタ軸に取り付
けたセクタギア５２４とは、相互に噛み合い、後側のセクタギア５２４を図１３において
反時計方向に回転させることにより、後側のシャッタ５２２を開放させれば、前側のセク
タギア５２３は図１３において時計方向に回転し、前側のシャッタ５２１も開放すること
になる。
【００４７】
　また、図１２に示すように、原料シュータ５２の側面と各セクタギア５２３，５２４と
の間には、引っ張りコイルバネ５２５が張架してあり、引っ張りコイルバネ５２５の弾性
復元力によって、前側のセクタギア５２３は反時計方向に付勢され、後側のセクタギア５
２４は時計方向に付勢されるようになっている。この結果、前側のシャッタ５２１が反時
計方向に回転し、後側のシャッタ５２２が時計方向に回転することにより、原料シュータ
５２の払出口が閉塞されるようになっている。
【００４８】
　図１３に示すように、シャッタ５２１，５２２の後方には、シャッタ開放装置９が設け
てある。シャッタ開放装置９は、後側のシャッタ５２２から延びたレバー部５２２ａを図
１３において反時計方向に回転させるもので、アーム軸９１と、アーム軸９１に回転可能
に支承されたアーム９２と、アーム軸９１と平行に取り付けられたカム軸９３と、カム軸
９３に回転可能に支承され、アーム９２を揺動させるカム９４と、カム９４に取り付けら
れ、カム９４とともに回転するレバー９５とを備えている。
【００４９】
　アーム軸９１は、複数の原料シュータ５２に対して一つ設けてあり、原料シュータ５２
の配設方向となる左右方向に延在している。アーム９２は、原料シュータ５２ごとに設け
てあり、アーム軸９１に回転可能に支承される軸受部９２１と、軸受部９２１から後斜め
下方に延在し、カム９４によって押圧される受圧部（図示せず）と、軸受部９２１から前
方に延在し、アーム９２が図１３において時計方向に揺動した場合にレバー部５２２ａを
押圧する押圧部９２３とを有している。また、軸受部９２１から上方に向けて突出したバ
ネ装着部９２４に引っ張りコイルバネ９６の一端が装着してあり、この引っ張りコイルバ
ネ９６の弾性復元力によって、アーム９２が図１３において反時計方向に回動するように
なっている。
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【００５０】
　カム軸９３は、アーム軸９１と同様に、複数の原料シュータ５２に対して１つ設けてあ
り、アーム軸９１と平行となる左右方向に延在している。カム９４は、アーム９２ごとに
設けてあり、カム軸９３に回転可能に支承される軸受部９４１と、軸受部の軸方向中央に
設けられ、アーム９２の受圧部を押圧するカム部９４２とを有している。カム部９４２は
、半径が漸次大きくなる円板カムを構成しており、カム９４が図１３において反時計方向
に回転すると、カム部９４２の外周がアーム９２の受圧部を押圧することにより、アーム
９２を時計方向に回転させるようになっている。
【００５１】
　レバー９５は、シャッタ開放装置９を作動させるためのもので、カム９４の軸受部９４
１に取り付けられるホルダ部９５１と、ホルダ部９５１に傾倒可能に取り付けられたレバ
ー部９５２と、ホルダ部９５１とレバー部９５２との間に取り付けられ、レバー部９５２
をホルダ部９５１の延在方向に復帰させるコイルバネ９５３とを備えている。また、レバ
ー部９５２から前方に向けて突出したバネ装着部９５２ａに引っ張りコイルバネ９７の一
端が装着してあり、この引っ張りコイルバネ９７の弾性復元力によって、レバー９５が図
１３において時計方向に回動するようになっている。そして、引っ張りコイルバネ９７の
弾性復元力に抗してレバー部９５２が前方から後方に向けて押されると、レバー９５はカ
ム９４とともに図１３において反時計方向に回転するようになっている。一方、レバー部
９５２が左方から右方に向けて、あるいは右方から左方に向けて押されると、レバー９５
は回転することなく、コイルバネ９５３を折り曲げて、レバー部９５２が傾倒するように
なっている。そして、レバー部９５２をすり抜け等することにより、レバー部９５２に作
用していた力が取り除かれると、コイルバネ９５３が折曲がった状態から復帰して、レバ
ー部９５２は元の位置に復帰するようになっている。
【００５２】
　カップ供給装置７は、カップ供給位置にカップを供給するもので、図２に示すように、
本体キャビネット１の内部上方中央前側であって、上述した粉末原料供給装置５の前方に
セットされるようになっている。このカップ供給装置７は、本体キャビネット１の左側縁
部に回動可能に支承されており、上述したリーフティ抽出装置４、粉末原料供給装置５に
リーフティ（茶葉）や粉末原料を補充する場合等に回動させることができるようになって
いる。
【００５３】
　カップ搬送装置８は、カップ供給位置において供給されたカップを後述する受取位置を
経由して調理位置に搬送した後、取出口に臨む販売位置に搬送するものであって、本体キ
ャビネット１の内部中程、粉末原料供給装置５の下方に設けられている。カップ搬送装置
８は、カップ供給位置において供給されたカップを把持するカップ把持装置８０（図１４
参照）と、カップ把持装置８０が搭載され、カップ把持装置８０が把持したカップを左右
方向（Ｘ方向）および前後方向（Ｙ方向）に搬送する搬送装置（図示せず）とを備えてい
る。
【００５４】
　図１４に示すように、カップ把持装置８０は、ステージ８１と、一対のカップフラッパ
８２を備えている。ステージ８１は、カップフラッパ８２を開閉する開閉機構が収容され
た機構収容部８１１と、機構収容部８１１の下部から前方に向けて水平に設けられ、カッ
プ供給装置７から供給されたカップを受け止めるステージ部８１２とを有している。ステ
ージ部８１２は、格子状に複数の穴が設けてあり、こぼれた飲料等が溜まらないようにな
っている。一対のカップフラッパ８２は、ステージ部８１２が受け止めたカップを両側か
ら支えるものであって、機構収容部８１１に回転可能に支承された軸部（図示せず）と、
軸部の中程から前方に延在するフラッパアーム部８２１と、フラッパアーム部８２１に連
なって設けられ、下側がすぼまった円筒を成すように形成されたカップ把持部８２２と、
カップ把持部８２２に連なって設けられ、前方外側に向けて延在するフラッパ部８２３と
を有している。
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【００５５】
　カップ搬送装置８は、販売待機状態においてカップ把持装置８０を販売位置に待機させ
るようになっている。そして、飲み物が選択されると、カップ把持装置８０をカップ供給
位置に移動させ、カップ供給装置７からカップを受け取るようになっている。そして、カ
ップ把持装置８０がカップを受け取ると、カップ搬送装置８は、カップを受取位置に移動
させるようになっている。受取位置は、原料キャニスタ５１から原料シュータ５２に払い
出された粉末原料を受け取る位置であって、粉末原料が払い出された原料シュータ５２の
下方が受取位置となる。たとえば、砂糖、クリーム入りレギュラーコーヒーを販売する場
合には、原料キャニスタ５１から払い出された砂糖が一時的に収容される原料シュータ５
２の下方、原料キャニスタ５１から払い出されたクリームが一時的に収容される原料シュ
ータ５２の下方が受取位置となる。
【００５６】
　そして、カップを受取位置に順次移動させることにより、カップが原料シュータ５２か
ら払い出された粉末原料をすべて受け取ると、カップ搬送装置８は、カップを調理位置に
搬送するようになっている。調理位置は、湯、レギュラーコーヒー飲料、リーフティ飲料
が注出されるほか、氷が供給される位置であって、カップ内の飲料を撹拌するパドル８３
が昇降可能に設けてある（図７参照）。そして、カップが原料シュータ５２から粉末原料
を受け取った場合には、パドル８３が下降するとともに回転し、粉末原料が溶け残ること
がないように撹拌するようになっている。そして、カップに湯、レギュラーコーヒー飲料
、リーフティ飲料などの注出が完了すると、カップ搬送装置８は、カップを販売位置に移
動させるようになっている。
【００５７】
　カップ搬送装置の下方には、トレイ（図示せず）が設けてある。トレイは、こぼれた飲
料や原料を受け止めるもので、受け止めた飲料や原料は、排水ホース１４によって、本体
キャビネット１の内部下方右側に搭載された排水容器１５に流れ込むようになっている。
【００５８】
　図１に示すように、ディスプレイドア２の上半分には、このカップ式飲料自動販売機が
販売できる飲料を表示するパネル２１と、飲料の表示と対応するように設けられ、販売さ
れる飲料を選択する選択ボタン２２と、原料（たとえば、砂糖、クリームなど）を増減す
る増減ボタン２３とを備えている。
【００５９】
　また、ディスプレイドア２の中程右側には、投入金額等を表示する一体表示器２４のほ
か、硬貨投入口２５、返却レバー２６が設けてあり、ディスプレイドア２の中程左側には
、紙幣挿入口２７が設けてある。また、硬貨投入口２５の下方となるディスプレイドア２
の下部左側には、釣銭口２８が設けてある。
【００６０】
　さらに、ディスプレイドア２の中程中央には、取出口装置２９を備えている。図１５に
示すように、取出口装置２９は、ディスプレイドア２に嵌め込まれ、略正方形の取出口が
形成された取出口フレーム２９１と、取出口フレーム２９１に支承され、取出口を閉塞す
る取出口扉２９２とを備えている。取出口扉２９２は、一つのモータ２９３で開閉される
とともに、閉塞状態でロックされるようになっている。具体的には、図１６に示すように
、モータ２９３の出力軸に取り付けられたカム２９４と、モータ２９３が取り付けられる
モータハウジング２９５に収容され、カム２９４によって左右に移動する従動フレーム２
９６と、従動フレーム２９６に接続され、閉塞された取出口扉２９２と係合するＬ字状の
ロック部材２９７とを備えるとともに、図１７に示すように、取出口扉２９２に設けられ
た内歯歯車２９８と、内歯歯車２９８と噛み合い、取出口扉２９２を開閉させる駆動歯車
２９９と、カム２９４と駆動歯車２９９との間に設けられ、駆動歯車２９９に過大な力が
作用した場合に駆動歯車２９９を停止させるダンパ（図示せず）とを備えている。
【００６１】
　そして、取出口扉２９２が閉塞状態でロックされている場合にモータ２９３を回転させ
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ると、カム２９４が従動フレーム２９６を右方に移動させ、ロック部材２９７を取出口扉
２９２から離脱させるとともに、駆動歯車２９９が内歯歯車２９８を回転させ、取出口扉
２９２が開放される。ここで、駆動歯車２９９に過大な力が作用した場合には、ダンパが
作用することにより、駆動歯車２９９は回転することがないが、モータ２９３がロックす
ることもない。
【００６２】
　一方、取出口扉２９２が開放されている場合にモータ２９３を回転させると、駆動歯車
２９９が内歯歯車２９８を回転させ、取出口扉２９２が閉塞される。そして、取出口扉２
９２が閉塞された後、カム２９４が従動フレーム２９６を左方に移動させると、ロック部
材２９７が取出口扉２９２に係合し、取出口扉２９２が閉塞状態でロックされる。取出口
扉２９２が閉塞されると、駆動歯車２９９に過大な力が作用することになるが、ダンパが
作用することにより、駆動歯車２９９は回転することがないが、モータ２９３はロックす
ることなく、カム２９４を回転させることになる。また、モータ２９３は、ＰＷＭ制御に
よって制御され、取出口扉２９２の開放開始時、閉塞開始時にはゆっくりと取出口扉２９
２が動作するようになっている。
【００６３】
　上述したカップ式飲料自動販売機において、硬貨投入口２５または紙幣挿入口２７から
販売される飲料の対価を超える硬貨または紙幣が投入され、選択ボタン２２を押下するこ
とにより、販売される飲料が選択されると、販売する飲料が確定される。
【００６４】
　販売する飲料が砂糖入りの飲料の場合には、砂糖が収容されている原料キャニスタ５１
の原料モータ５１２を駆動することにより、原料キャニスタ５１から原料シュータ５２に
砂糖を払い出す。そして、払い出された砂糖は、原料シュータ５２に一時的に収容される
。
【００６５】
　同様に、販売する飲料がクリーム入り飲料の場合には、クリームが収容されている原料
キャニスタ５１の原料モータ５１２を駆動することにより、原料キャニスタ５１から原料
シュータ５２にクリームを払い出す。払い出されたクリームは、原料シュータ５２に一時
的に収容される。
【００６６】
　販売する飲料がレギュラーコーヒー飲料の場合には、レギュラーコーヒー飲料の原料と
なるコーヒー豆が収容された豆キャニスタ３１の原料モータを駆動することにより、豆キ
ャニスタ３１からコーヒーミル３２にコーヒー豆を供給する。コーヒーミル３２に供給さ
れたコーヒー豆は、スクリュによってシュータ内をミル刃に向けて送られることにより、
粉砕され、挽き豆となる。挽き豆となったコーヒー豆は、コーヒーブリュア３３に供給さ
れ、湯タンク１２から供給された湯を注ぐことにより、レギュラーコーヒー飲料が抽出さ
れる。
【００６７】
　販売する飲料がリーフティ飲料の場合には、リーフティ（茶葉）が収容されたリーフテ
ィキャニスタ４１の原料モータ４１１を駆動することにより、リーフティキャニスタ４１
からリーフティミル４２にリーフティ（茶葉）を供給する。リーフティミル４２に供給さ
れたリーフティ（茶葉）は、スクリュによってシュータ内をミル刃に向けて送られること
により、粉砕される。粉砕されたリーフティ（粉砕茶葉）は、リーフティブリュア４３に
供給され、湯タンク１２から供給された湯を注ぐことにより、リーフティ飲料が抽出され
る。
【００６８】
　カップ搬送装置８は、販売する飲料が確定すると、搬送装置を駆動することにより、カ
ップ把持装置８０を販売位置（待機位置）からカップ供給位置に移動させる。カップ把持
装置８０がカップ供給位置に移動すると、カップ供給装置７がカップ把持装置８０にカッ
プを供給する。
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【００６９】
　そして、販売する飲料が砂糖入りの場合には、砂糖を受け取る受取位置（砂糖が一時的
に収容された原料シュータ５２の下方）にカップ把持装置８０を移動させることにより、
カップ把持装置８０の機構収容部８１１がレバー９５を図１３において反時計方向に回動
ささせる。そして、レバー９５が反時計方向に回動すると、カム９４が反時計方向に、ア
ーム９２が時計方向に回動することになり、レバー部５２２ａが反時計方向に回動する。
すると、シャッタ５２１，５２２が開放され、原料シュータ５２からカップに砂糖が払い
出される。
【００７０】
　販売する飲料がクリーム入りの場合には、クリームを受け取る受取位置（クリームが一
時的に収容された原料シュータ５２の下方）にカップ把持装置８０を移動させることによ
り、カップ把持装置８０の機構収容部８１１がレバー９５を図１３において反時計方向に
回動させる。そして、レバー９５が反時計方向に回動すると、カム９４が反時計方向に、
アーム９２が時計方向に回動することになり、レバー部５２２ａが反時計方向に回動する
。すると、シャッタ５２１，５２２が開放され、原料シュータ５２からカップにクリーム
が払い出される。
【００７１】
　販売する飲料がレギュラーコーヒー飲料の場合には、つぎに、カップ把持装置８０を調
理位置に移動させ、レギュラーコーヒー飲料をカップに注出する。販売するレギュラーコ
ーヒー飲料が、砂糖入りまたはクリーム入りの場合には、パドル８３を下降させるととも
に回転させ、レギュラーコーヒー飲料を撹拌することにより、砂糖、クリームの溶け残り
がないようする。
【００７２】
　販売する飲料がリーフティ飲料の場合には、つぎに、カップ把持装置８０を調理位置に
移動させ、リーフティ飲料をカップに注出する。販売するリーフティ飲料が、砂糖入りま
たはクリーム入りの場合には、カップ把持装置８０を調理位置に移動させる前に、パドル
８３を下降させるとともに、湯弁を開放することにより、パドル８３をリンスする。そし
て、パドル８３を上昇させた後、カップ把持装置８０を調理位置に移動させ、リーフティ
飲料をカップに注出する。そして、パドル８３を下降させるとともに回転させ、リーフテ
ィ飲料を撹拌することにより、砂糖、クリームの溶け残りがないようにする。
【００７３】
　カップに飲料が注出されると、カップ搬送装置８は、搬送装置を駆動することにより、
カップ把持装置８０を調理位置から販売位置に移動させる。
【００７４】
　カップ把持装置８０が販売位置に移動すると、取出口装置２９がモータ２９３を駆動す
ることにより、カム２９４が従動フレーム２９６を右方に移動させ、ロック部材２９７を
取出口扉２９２から離脱させるとともに、駆動歯車２９９が内歯歯車２９８を回転させ、
取出口扉２９２が開放されるので、飲料を注出したカップが取り出し可能となる。
【００７５】
　そして、取出口からカップが取り出されると、取出口装置２９がモータ２９３を駆動す
ることにより、駆動歯車２９９が内歯歯車を回転させ、取出口扉２９２が閉塞される。そ
して、取出口扉２９２が閉塞された後、カム２９４が従動フレーム２９６を左方に移動さ
せると、ロック部材２９７が取出口扉２９２と係合し、取出口扉が閉塞状態でロックされ
る。
【００７６】
　一方、所定時間内に取出口からカップが取り出されない場合にも取出口装置２９がモー
タ２９３を駆動することにより、駆動歯車２９９が内歯歯車を回転させ、取出口扉２９２
が閉塞される。そして、取出口扉２９２が閉塞された後、カム２９４が従動フレーム２９
６を左方に移動させると、ロック部材２９７が取出口扉２９２と係合し、取出口扉が閉塞
状態でロックされる。
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【００７７】
　その後、カップ搬送装置８は、搬送装置を駆動することにより、カップ把持装置８０を
販売位置から調理位置に移動させる。そして、パドル８３を下降させ、パドル８３をカッ
プに挿入した後、搬送装置を駆動することにより、カップ把持装置８０を調理位置よりも
更に奥方に移動させ、飲料の入ったカップをステージ部８１２から落下させる。すると、
飲料の入ったカップは、トレイに落下し、入っていた飲料は、排水ホース１４を通って排
水容器１５に流れ込むので、パドル８３を上昇させ、調理位置を経由して販売位置（待機
位置）にカップ把持装置８０を移動させ、つぎの飲料販売に備えることができる。
【００７８】
　上述したカップ式飲料自動販売機は、リーフティミル４２がリーフティ（茶葉）を粉砕
するので、リーフティブリュア４３において、短い時間でリーフティ飲料を抽出すること
ができる。しかも、このリーフティミル４２は、円筒状のシュータ部４２４ａの軸心をス
クリュ４２２の回転軸に対して上方に偏心させたので、スクリュ４２２の下方においてシ
ュータ部４２４ａの内壁との間に形成される隙間が狭くなり、スクリュ４２２の上方にお
いてシュータ部４２４ａの内壁との間に形成される隙間が広くなる。したがって、リーフ
ティ（茶葉）を詰まらせることなく確実に送ることができる。また、垂直方向に対してミ
ル刃（回転刃および固定刃）と反対方向に２０度以下の傾きを有するように基部から開口
端部に拡開するホッパ部４２４ｂをシュータ部４２４ａに連設したので、リーフティキャ
ニスタ４１から払い出されたリーフティ（茶葉）は、ホッパ部４２４ｂで滞留することな
く、シュータ部４２４ａに供給される。
【００７９】
　また、リーフティミル４２とリーフティブリュア４３との間には、フィルタケース４３
４と、フィルタケース４３４に接合するカバー４３５とがミルシュータ４２８を挟むよう
に配設してあるので、リーフティミル４２とミルシュータ４２８との間、ミルシュータ４
２８とリーフティブリュア４３との間から漏れたリーフティ（茶葉）の微粉が飛散するこ
とはない。また、フィルタケース４３４の排気口４３４ｂには蛇腹の排気ホース４３８を
介してブロア４３９が接続してあり、リーフティ飲料の抽出が始まると、ブロア４３９が
フィルタケース４３４とカバー４３５との間から空気を吸引するので、吸引された空気に
含まれる微粉は、粗目のフィルタ４３６と細目のフィルタ４３７とによって捕集される。
したがって、リーフティ（茶葉）の微粉が本体キャビネット１の内部で浮遊することもな
い。
【００８０】
　さらに、フィルタケース４３４に設けた接続口４３４ｃは、リーフティブリュア４３の
上面に設けられた排気口４３ａに接続されており、リーフティブリュア４３に粉砕茶葉と
湯が投入され、リーフティの抽出が始まると、ブロア４３９がリーフティブリュア４３か
ら湯気を吸引し、吸引された湯気は、粗目のフィルタ４４１と細目のフィルタ４４２とを
通って本体キャビネット１の外部に排出されることになる。このとき、吸引された湯気に
含まれる微粉は、粗目のフィルタ４４１と細目のフィルタ４４２とによって捕集されるこ
とになる。したがって、湯気に含まれるリーフティ（茶葉）の微粉が本体キャビネット１
の内部で浮遊することもない。
【００８１】
　また、販売する飲料がリーフティ飲料であって、砂糖入りまたはクリーム入りの場合に
は、カップ把持装置８０を調理位置に移動させる前に、パドル８３を下降させるとともに
、湯弁を開放することにより、パドル８３をリンスするので、パドルに残った飲料によっ
てリーフティ飲料が濁ることがない。
【００８２】
　さらに、飲料の入ったカップを取り忘れた場合には、カップ把持装置８０を販売位置か
ら調理位置に移動させ、カップにパドル８３を挿入した後、カップ把持装置８０を奥方に
移動させ、飲料の入ったカップをステージ部８１２から落下させるようにしているので、
飲料の背板カップは、トレイに落下し、入っていた飲料は、排水ホースを通って排水容器
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１５に流れ込む。その後、パドルを上昇させ、調理位置を経由して販売位置にカップ把持
装置８０を移動させれば、つぎの飲料販売に備えることができる。
【符号の説明】
【００８３】
　３　　レギュラーコーヒー抽出装置
　３２　　コーヒーミル
　３２１　　モータ
　３２２　　スクリュ
　３２３　　ミル本体
　３２３ａ　　払出口
　３２４　　シュータ
　３２４ａ　　シュータ部
　３２４ｂ　　ホッパ部
　３２５　　スプリング
　３２６　　回転刃
　３２７　　固定刃
　４　　リーフティ抽出装置
　４２　　リーフティミル
　４２１　　モータ
　４２２　　スクリュ
　４２３　　ミル本体
　４２３ａ　　払出口
　４２４　　シュータ
　４２４ａ　　シュータ部
　４２４ｂ　　ホッパ部
　４２５　　スプリング
　４２６　　回転刃
　４２７　　固定刃
　４２８　　ミルシュータ
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